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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 4,651 4.1 △32 ― △6 ― △21 ―

22年3月期第2四半期 4,469 0.5 70 45.0 112 36.2 115 294.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △6.21 ―

22年3月期第2四半期 33.13 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 9,569 7,514 78.0 2,133.83
22年3月期 10,385 7,625 72.9 2,165.17

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  7,466百万円 22年3月期  7,576百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00
23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― 12.00 12.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,000 △1.4 100 △57.4 150 △53.7 100 △54.5 28.58



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きを実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等の様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、
四半期決算短信（添付資料）3ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】3ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 3,510,000株 22年3月期  3,510,000株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  11,035株 22年3月期  10,960株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 3,499,005株 22年3月期2Q 3,499,040株



  

  

※当社は、投資家向け説明会を開催する予定です。開催日や会場等については、決定次第当社ホームページに掲載しま

す。また、この説明会で配布した資料等については、開催後速やかに当社ホームページで掲載する予定です。 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、アジアを中心とする海外経済の改善などを背景に、緩やか

ながら、景気の自律的回復への基盤は整いつつあるものの、雇用・所得環境は依然として厳しく、回復実感の伴わ

ない状況にあります。 

こうした中、当社の事業においては、文教ビジネス、流通ビジネス、組み込みビジネスの売上が好調に推移し

たことにより、連結ベースでの売上高は4,651百万円（前年同期比 4.1％増）となりました。一方、利益面では、

公共ビジネス、ガスビジネス、組み込みビジネス等の更なる事業拡大のための先行投資として人件費、経費が増加

した結果、営業利益は△32百万円（前年同期は70百万円）、経常利益は△6百万円（前年同期は112百万円）となり

ました。当四半期純利益は、△21百万円（前年同期は115百万円）となりました。 

セグメントごとの業績を示すと、次のとおりです。 

（公共事業セグメント） 

公共事業セグメントでは公共投資が減少する中、地元自治体と共同で開発中の超次世代電子行政システム（商

品名 Ｇ．Ｂｅ＿Ｕ）の上市を最重要課題に、営業体制の強化、複数自治体への導入体制の強化を図りました。 

この結果、売上高は2,581百万円となり、セグメント利益は390百万円となりました。 

（民間事業セグメント） 

ガスビジネスは、準大手企業、ＬＰガス卸売企業との事業拡大を図るべく、エンジニアリングプロセスの改善

や事業拡大を想定した体制の整備等の提案を行なえる人材の育成を進めております。 

組込みビジネスは、大手自動車メーカーの制御設計分野のモデルベース開発コンサルティング事業拡大のため

の要員の増強ならびに育成に努めております。 

また、流通ビジネスで小売店向け等のソフトウェア受託開発売上等が堅調に推移したこと等により、売上高は 

2,069百万円となり、セグメント利益は97百万円となりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 財政状態に関する分析  

（流動資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は4,357百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,130百

万円の減少となりました。これは主に、買掛金、未払金等の支払による仕入債務の圧縮や未払法人税等の支払及

び無形固定資産の開発投資の増加等によるものであります。 

（固定資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は5,211百万円となり、前連結会計年度末に比べ313百万

円の増加となりました。これは主に、超次世代電子行政システム(商品名 Ｇ．Ｂｅ＿Ｕ）への開発投資によりソ

フトウエア仮勘定が増加した事等によるものであります。 

（流動負債） 

 当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は1,293百万円となり、前連結会計年度末に比べ772百万

円の減少となりました。これは主に、未払法人税等及び買掛金が減少した事等によるものであります。 

（固定負債） 

 当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は761百万円となり、前連結会計年度末に比べ66百万円

の増加となりました。これは主に、リース債務が増加した事等によるものであります。 

（純資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は7,514百万円となり、前連結会計年度末に比べ110百万円

の減少となりました。これは主に、配当金の支払いにより利益剰余金が減少した事等によるものであります。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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② キャッシュ・フローの状況  

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ1,460百万円減少し353百万円となりました。 

 当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の減少や法人税等の支払により630百万円の支出（前年同期

は642百万円の収入）となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、超次世代電子行政システム(商品名 Ｇ．Ｂｅ＿Ｕ）への開発投資に

よる無形固定資産の増加等により677百万円（前年同期比△534百万円）の支出となりました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の返済及び配当金の支払等により153百万円（前年同期比

＋28百万円）の支出となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月通期の業績予想につきましては、景気の先行きに依然として不透明な要素が多く、現時点において

修正はありません。 

 なお、上記業績予想は現在入手可能な情報による判断及び仮定に基づいておりますが、予想に内在する不確定要

素や今後の事業運営における内外の状況変化により、実際の業績数値が予想の数値と異なる場合がありますことを

ご承知おきください。  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

（イ）棚卸資産の評価方法 

 棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿

価切下げを行う方法によっております。  

（ロ）固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。 

②特有の会計処理 

（イ）税金費用の計算 

 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半

期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。なお、「法人税等調整額」は、

「法人税等」に含めて表示しております。 

  

２．その他の情報
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（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 なお、この変更に伴う損益に与える影響はありません。 

②連結財務諸表に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26

日）を適用しております。 

③連結財務諸表に関する会計基準の適用に伴う表示方法の変更 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適

用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益調整前四半期

純損失（△）」の科目で表示しております。 
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３．四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 412,103 1,172,698

受取手形及び売掛金 1,659,428 1,807,879

有価証券 466,428 400,612

たな卸資産 449,424 397,326

関係会社短期貸付金 100,000 700,000

その他 1,270,581 1,009,877

貸倒引当金 △470 △615

流動資産合計 4,357,497 5,487,778

固定資産   

有形固定資産 941,827 879,557

無形固定資産   

ソフトウエア仮勘定 2,212,220 1,550,901

その他 293,361 296,204

無形固定資産合計 2,505,582 1,847,105

投資その他の資産 1,764,235 2,171,374

固定資産合計 5,211,646 4,898,037

資産合計 9,569,143 10,385,816

負債の部   

流動負債   

買掛金 523,864 626,995

短期借入金 － 80,000

未払法人税等 17,364 265,429

賞与引当金 245,010 272,094

受注損失引当金 3,508 2,027

その他 503,306 818,518

流動負債合計 1,293,054 2,065,066

固定負債   

その他 761,820 695,520

固定負債合計 761,820 695,520

負債合計 2,054,875 2,760,587

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,966,900 1,966,900

資本剰余金 2,453,650 2,453,650

利益剰余金 3,065,577 3,157,303

自己株式 △8,513 △8,477

株主資本合計 7,477,614 7,569,376

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △11,413 6,657

評価・換算差額等合計 △11,413 6,657

少数株主持分 48,066 49,195

純資産合計 7,514,267 7,625,229

負債純資産合計 9,569,143 10,385,816
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(2) 四半期連結損益計算書 
(第２四半期連結累計期間) 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 4,469,963 4,651,122

売上原価 3,384,774 3,733,995

売上総利益 1,085,189 917,126

販売費及び一般管理費   

給料及び手当 439,860 422,381

賞与引当金繰入額 62,894 20,844

その他 512,360 506,895

販売費及び一般管理費合計 1,015,115 950,120

営業利益又は営業損失（△） 70,074 △32,993

営業外収益   

受取利息 13,958 10,457

受取配当金 5,733 6,228

受取賃貸料 105,842 98,132

その他 14,682 13,469

営業外収益合計 140,217 128,288

営業外費用   

支払利息 499 450

賃貸収入原価 96,761 93,899

その他 982 7,256

営業外費用合計 98,243 101,606

経常利益又は経常損失（△） 112,048 △6,312

特別利益   

固定資産売却益 32 72

賞与引当金戻入額 98,074 －

その他 － 0

特別利益合計 98,106 72

特別損失   

固定資産売却損 － 511

固定資産除却損 2,847 728

投資有価証券評価損 2,725 17,727

過年度損益修正損 － 7,652

特別損失合計 5,573 26,619

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

204,581 △32,860

法人税等 88,349 △13,034

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

－ △19,825

少数株主利益 326 1,918

四半期純利益又は四半期純損失（△） 115,905 △21,744
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

204,581 △32,860

減価償却費 61,429 65,006

無形固定資産償却費 31,787 36,123

前払年金費用の増減額（△は増加） 59,932 45,457

賞与引当金の増減額（△は減少） △62,856 △27,084

受注損失引当金の増減額（△は減少） △564 1,480

貸倒引当金の増減額（△は減少） 74 △145

受取利息及び受取配当金 △19,692 △16,685

投資有価証券評価損益（△は益） 2,725 17,727

支払利息 499 450

為替差損益（△は益） 156 18

固定資産売却損益（△は益） △32 439

固定資産除却損 2,847 728

売上債権の増減額（△は増加） 589,263 89,354

たな卸資産の増減額（△は増加） △154,363 △52,097

その他の流動資産の増減額（△は増加） △107,641 △177,426

仕入債務の増減額（△は減少） △54,494 △449,533

未払費用の増減額（△は減少） △7,156 △7,574

その他の流動負債の増減額（△は減少） 52,179 49,585

その他の固定負債の増減額（△は減少） 40,066 78,569

その他 90 －

小計 638,833 △378,465

利息及び配当金の受取額 18,288 16,491

利息の支払額 △433 △394

法人税等の支払額 △14,489 △267,993

営業活動によるキャッシュ・フロー 642,199 △630,361

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △180,000 △180,000

定期預金の払戻による収入 247,000 180,000

有価証券の取得による支出 － △16,007

有価証券の売却による収入 249,680 100,000

投資有価証券の取得による支出 △224,266 △79

関係会社株式の取得による支出 △73,577 －

投資その他の資産の増減額（△は増加） 3,089 20,280

有形固定資産の取得による支出 △42,500 △86,714

無形固定資産の取得による支出 △1,190,550 △694,600

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,211,126 △677,121
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △76,000 △80,000

自己株式の取得による支出 － △36

配当金の支払額 △41,988 △69,980

少数株主への配当金の支払額 △6,900 △3,048

財務活動によるキャッシュ・フロー △124,888 △153,064

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △693,815 △1,460,548

現金及び現金同等物の期首残高 2,092,183 1,813,790

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,398,368 353,242
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該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

  

①報告セグメントの概要  

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、市場を公共と民間に区分し、市場別に成長の方向性を立案し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社は「公共事業」、「民間事業」の２つを報告セグメントとしております。 

 「公共事業」は、地方自治体向けに住民情報、内部情報、戸籍情報等のパッケージシステム、自治体業務の受託

サービス、水道料金計算、学校・図書館向けのソリューションサービス等の公共市場をターゲットとした事業を展

開しております。 

 「民間事業」は、ガス・エネルギー、流通、製造、医療の民間市場をターゲットとしたソリューションサービス

等の事業を展開しております。 

  

②報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

（単位：千円）

（注）１ セグメント利益の調整額△521,133千円には、各報告セグメントに配分していない製造補助部門費 

     △96,083千円及び全社費用△425,050千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰 

     属しない一般管理費であります。  

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

該当事項はありません。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

報告セグメント

合計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

公共事業 民間事業

売上高           

外部顧客への売上高 2,582,109  2,069,012  4,651,122  －  4,651,122

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
△188  188  －  －  －

計 2,581,920  2,069,201  4,651,122  －  4,651,122

セグメント利益 390,311  97,828  488,139  △521,133  △32,993

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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（１）生産実績  

当第２四半期連結累計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

  
 （注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

（２）受注状況  

当第２四半期連結累計期間の受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

  
 （注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

（３）販売実績 

当第２四半期連結累計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

  
 （注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

４．生産、受注及び販売の状況

セグメントの名称 生産高（千円） 前年同四半期比（％） 

公共事業  3,543,024  －

民間事業  1,766,701   －

計  5,309,725  －

セグメントの名称 受注高（千円） 
前年同四半期比 

（％） 
受注残高（千円） 

前年同四半期比 

（％） 

公共事業  2,696,333  －  932,758  －

民間事業  2,350,792  －  871,070  －

計  5,047,126  －  1,803,829  －

セグメントの名称 販売高（千円） 前年同四半期比（％） 

公共事業  2,582,109  －

民間事業  2,069,012   －

計  4,651,122  －
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